
議会報告会報告書 

                             令和６年 ８月１５日  

 

大竹市議会 

 議長 北地 範久 様 

 

                          Ｂ 班 

                          班長 山崎 年一 

 

 議会報告会の実施状況について、次のとおり報告します。 

 

【 大竹交通安全協会、大竹市防犯連合会、大竹市料理飲食同業組合 】 

１ 開催日時 

  令和６年 7月２４日（水） １４時００分～１５時３０分 

 

２ 開催場所 

  アゼリアおおたけ Rooｍ Ａ・Ｂ     

 

３ 参加人数 

  １１人 

 

４ 担当班議員名 

  班 長 山崎 年一 

  副班長 中川 智之 

  班 員 細川 雅子、藤川 和弘、豊川 和也 

 

５ 報告会次第 

 （１）開会あいさつ 

（２）議会からの報告 

①定例会の流れ説明 

②広報広聴特別委員会の「市議会だより」取り組み報告 

③総務文教委員会の６月定例会報告（高規格救急車の更新、省エネ家電 

買い替え支援事業について） 

④生活環境委員会の６月定例会報告（大竹駅前の駐車場設置・管理条例、木野郵便

局の特定事務取り扱い郵便局指定について） 

（３）意見交換 

（４）その他のご意見 

（５）閉会あいさつ 

この報告書は、当日の発言（意見・質問・回答など）を、記録として取りまとめたものです。 

未回答のものや、補足等が必要な回答は、整理のうえ、別途、ホームページに掲載します。 



６ 議会からの報告についての主な質疑応答 

（回答した質疑） 

 Ｑ：省エネ家電の買い替えについて、商品は値段を超えていたら何でもいいのです

か？工事費は含まれますか？  

Ａ：今回の省エネ家電については、特に電力消費の高いエアコンと冷蔵庫の2品目の   

みです。設置費込みでの補助となります。 

 

 Ｑ：事業者へのLED交換について、2万から100万円の幅があるのはなぜですか？対

象となる中小企業という事業者の規模は？ 

Ａ：半額補助のため、補助額が2万5千円から100万円になります。中小企業という

のは認識不足ですが事業者であれば申請可能です。後日ホームページにてご確認を

お願いします。 

 

（回答した質疑） 

Ｑ：資料記載に救急車の定員7名以上という記載がありますが、通常は定員7名以内

ではないですか？ 

Ａ：議会報告会の資料記載についてはカタログを記載しています。定員については調 

査します。 

 

Ｑ：救急車が道の右端に寄って駐車したり、車中に誰もいなかったりする時がありま 

す。なぜですか？ 

Ａ：事情や詳細が分からないので、気が付いたときに消防本部にお問い合わせくださ 

い。 

 

Ｑ：議会報告会の3つの班のやり方は同じですか？  

Ａ： 同じやり方です。 

 

Ｑ：救急救命士の年間予算は？他の市町では専門家もいます。 

Ａ： 令和４年度の予算は２４１万円です 

 

（回答しなかった質疑） 

  特になし 

 

（意見・要望等） 

・執行部の事業の内容ではなく、議会としてどのような議論があったのかを報告して 

ほしいです。 

  



７ 主な意見交換 

（回答した質問） 

  特になし 

 

（回答しなかった質疑） 

  特になし 

 

（要望・意見） 

〔防犯連合会〕 

・自治会、自治会長から推薦され選出される地域安全推進員の継続性がありません。な

り手不足を解消したいです。 

・物価高もあり人件費も上がっていることもあるので資金繰りも大変なのに、団体への

補助金の額が近年変わっていません。予算委員会で議員には市に対し意見してもらい

たいです。 

〔料理飲料同業組合〕 

・新規加入される方が増えないので心配です。 

・1人500円で中学校の料理教室を開催していますが、材料費など物価高もあり前年度

が赤字になり500円から700円に値上げをしました。教育の一環で行っているので、

今後、生徒さんからの負担も強いられていく可能性もあります。市として助成など考

えていただきたいです。助成が難しいようなら、会の運営費確保 のためイベントな

どの機会を作ってほしいです。 

〔交通安全協会〕 

１ 助成金をアップしていただきたいです。 

・協会に入会される方の免許更新が自動化になり、協会への入会が勧めにくくなります。 

・今後、物価の高騰が見込まれ、支出費用も上昇し財源不足となります。 

・シニアクラブが、自転車講習のため晴海公園や栄公園に来る際の交通費を、少なから

ず助成したいのですが、財源不足で活動が縮小されます。市の助成金をアップしてい

ただきたいです。 

２ 役員の不足について 

・高齢化で役員をやめる人が多くなっています。役員の勧誘に努めています。 

 

９ 気付きや反省点 

・団体の準備が素晴らしかったと感じました。 

・３団体合同開催したことで、団体相互の共通認識の機会ができました。 

・会員の意見が出にくくなっていったのではないかと感じました。 

 


